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研究成果の概要（和文）：領域ホームページを随時更新し、領域のアピールを行った。論文紹介サイト オート
ファジーフォーラムには領域発足以降224件の論文が紹介されており、領域内の迅速な情報交換に寄与した。総
括班会議を開催し、領域推進の問題点、計画等を議論し、順調な領域運営に貢献した。領域班会議、若手の会を
毎年開催し、若手育成、研究者交流、領域内共同研究の推進に貢献した。オートファジーを主題とした10th 
International Symposium on Autophagyを開催し、本邦のオートファジー研究のプレセンスをアピールした。

研究成果の概要（英文）：The website (https://proteolysis.jp/multimode_autophagy/) was updated as 
needed to promote the autophagy field. The Autophagy Forum (https://proteolysis.jp/a_forum/), a 
website introducing published papers, has introduced 224 papers since its establishment, 
contributing to the rapid exchange of information within the field. The general group meetings were 
held to discuss issues and plans for the promotion of the project, and contributed to the smooth 
operation of the project. Held annual meetings of the group and young researchers, contributing to 
the development of young researchers, exchange of researchers, and promotion of joint research in 
the field. Held the 10th International Symposium on Autophagy to promote a sense of presence in 
Japan autophagy research. 

研究分野：細胞生物学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
マルチモードオートファジーは細胞内で膜が新規に作られたり、特殊な形態変化を伴って分解に至ったりという
ような複雑で多様な膜動態を含む。したがって、本研究領域から明らかになったマルチモードオートファジーの
分子基盤を足がかりにタンパク質と膜脂質が織りなす細胞機能が解明されれば、これまでにない細胞生物学の新
基軸が生まれると考えられる。さらに、本研究領域から明らかになってきた多様な選択的オートファジーの作動
原理や生理機能はがんや神経変性疾患といったオートファジー障害関連疾患の予防や治療に結びつくことが期待
される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

細胞は自己成分の「合成」と「分解」を絶えず繰り返しており、きわめて動的なリサイクルシス

テム〈循環＝再生システム〉を構成している。このシステムの主役であるオートファジーは、細

胞成分のリソソームまたは液胞での分解と定義される。新学術領域研究「オートファジー」など

の支援により、本邦を中心にマクロオートファジーを駆動する ATG 分子の個々の役割や生理機

能が明らかにされてきた。その一方で、マクロオートファジー以外のミクロオートファジー、膜

透過型オートファジーに従来知られていない多様なメカニズムや基質が存在すること、そして、

エンドサイトーシスを介した細胞膜分解やリソソームとオルガネラが直接融合する直接融合型

オートファジーにも重要な生理機能があることが判明した。さらに、それぞれのオートファジー

が選択性を有し、タンパク質、核酸、オルガネラなどの選択的分解により、遺伝子発現や細胞内

代謝、ひいては個体としての健康維持、老化抑制にまで働くことが明らかになってきた。多様な

経路で実行されるオートファジーやそれらによる選択的基質分解(マルチモードオートファジー

と定義)は相互に関連し、細胞の環境適応、恒常性、分化などの幅広い細胞機能を制御すると考

えられる。したがって、これまでのマクロオートファジー重視の研究ではなく、多様なオートフ

ァジー経路の研究をバランス良く推進し、統合的に理解することが必須であり、マルチモードオ

ートファジーに関する世界トップレベルの研究者、そして新進気鋭の若手研究者を集結した研

究組織を構築し、最先端の多様な技術も取り入れた分野横断的研究を推進することが期待され

ていた。 

２．研究の目的 

計画研究および公募研究の推進（企画調整）、支援、評価、そして若手研究者の育成のサポート

を行い、オートファジー研究を新しいステージへ導き、次世代に発展させると同時に、それらの

成果を広く社会に発信するための領域ホームページやフォーラムを整備すること等を目的とし

た。 

３．研究の方法 

（１）オートファジー領域の一層の発展 

領域班会議と連動したオートファジー研究会を中心に、班員だけでなく広く国内オートファジ

ー研究者との情報交換を行う。班員に限定しないウェブフォーラムに発表論文の解説を依頼す

る。領域で共有できる遺伝子改変細胞株やマウスを整理するとともに、高度化するオートファ

ジー解析方法を領域ホームページに公開する。活性評価系の整備不足がオートファジー研究の

進展を遅らせてきたが、近年、酵母、培養細胞、マウス、高等植物におけるオートファジー測

定系が計画班を中心に開発されている。これらの評価方法を領域ホームページに公開する。 

（２）若手育成と次世代への発展 

若手主催の研究会をサポートするとともに、計画班や領域アドバイザーと若手研究者との討議

の場を提供する。生化学、分子細胞生物学だけでは解明できない点を明確にして公開し、異分

野からの若手の参入を促す。文部科学省 新学術領域研究 学術研究支援基盤形成や創薬等先

端技術支援基盤プラットフォームなどの支援を積極的に活用し、先端技術を導入する。総括班



で全ゲノム siRNAライブラリーおよびハイ・スループット・スクリーニングシステム等を導入

し、総括班での審査を経て希望する班員に提供する。 

（３）シンポジウムの開催 

オートファジー研究の拡大のために、領域外の研究者へ向けたシンポジウムや講演会などを開

催する。また我が国のオートファジー研究のアピールのために、3年目に当たる 2021年にはオ

ートファジーに関する国際シンポジウム（10th International Symposium on Autophagy）を開催す

る。 

４．研究成果 

（１）領域ホームページとオートファジーフォーラムの設置 

領域ホームページ（https://proteolysis.jp/multimode_autophagy/）を随時更新し、領域のアピールを

行った。論文紹介サイト オートファジーフォーラム（https://proteolysis.jp/a_forum/）には、領域

発足以降令和 6年 4月 24日現在、 224件の論文が紹介されており、多くの若手がこれに貢献し

ており、領域内の迅速な情報交換に寄与した。 

（２）総括班会議、班会議およびオートファジー研究会の開催 

総括班会議を開催し、領域推進の問題点、今後の計画等を議論し、順調な領域運営に貢献した。

第１回班会議（令和元年 10月 24日～26日 掛川市 つま恋リゾート彩の郷、参加者 154名、

口頭発表 37題、ポスター60題） 

第２回班会議（令和 2年 10月 26日～28日 オンライン、参加者 255名、口頭発表 41題） 

第３回班会議（令和 3年 10月 25日～27日 湯河原 オンラインハイブリッド レクトーレ湯河

原、参加者 347名、口頭発表 55題） 

第４回班会議（令和 3年 12月 9日～10日 東京 順天堂大学、参加者 118名、口頭発表 42題） 

第５回班会議（令和 5年 11月 28日～30日 越後湯沢リゾートホテルナスパニューオータニ、参

加者 170名、口頭発表 52題、ポスター54題）を開催し、 

研究者交流、領域内共同研究の推進に貢献した。第１回、５回の班会議はオープンとし、それぞ

れ第１３回、１５回オートファジー研究会と連動して行なった。 

（３）若手の会の開催 

本領域では若手育成を目的のひとつとしており、領域班会議の前日に若手の会を開催した。 

第１回若手の会（令和元年 10月 24日 掛川市 つま恋リゾート彩の郷、口頭発表 17題） 

第２回若手の会（令和 2年 12月 21日 オンライン、口頭発表 22題） 

第３回若手の会（令和 3年 10月 25日湯河原 オンラインハイブリッド レクトーレ湯河原、口

頭発表 15題） 

第４回若手の会（令和 5年 11月 28日 越後湯沢リゾートホテルナスパニューオータニ、口頭発

表 17題） 

第２回若手の会は、領域内外のタンパク質分解研究者を招聘した若手の会を開催した。 

（４）国際活動 

オートファジーを主題とした 10th International Symposium on Autophagy（2022年 10月 23日～27

日）をシャトレーゼ ガトーキングダム サッポロ ホテル＆スパリゾート（札幌市北区東茨戸 132）

にて開催した。参加者は 267 名（日本 179 名、海外 88 名）、招待講演は 28、Short Talk が 16、



Flash Talkが 26、ポスターが 132演題であり、分子から病態生理まで最先端のオートファジー研

究の成果が報告され、活発な討議が行われた（下写真）。 

尚、当初は 2021年に開催予定であったが、コロナ禍のために 2022年度の開催となった。 

（５）その他 

第 95 回日本生化学大会、第 73、74、75 回日本細胞生物学会大会にてシンポジウム共催、第 23

回日本蛋白質科学会年会にてワークショップ共催し、オートファジー領域の発展に貢献した。 
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